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６年連続の出場権 通算 26 回目のインターハイへ 
   齋藤文比古監督よりの報告  

 

６月５日（木）～７日（土）の３日間湯沢町で行

われた県総体に出場してきました。成績は最優秀校

に選ばれ、神奈川インターハイ（8/8-12 箱根山域）

の出場権を獲得することができました。選手に選ば

れた３年生４名が見事練習の成果を発揮してくれま

した。 

 

 大会コースは、平標山登山口駐車場 → 松手山 

→ 平標山 → 仙ノ倉山 → 平標山 → 平標山の家 

→ 平標山登山口駐車場 で予定されていましたが、

荒天（雨、強風、視界不良）のため、登山行動は 登

山口駐車場-松手山間の往復で打ち切られました。幕営地は浅貝公民館グランド。 

 《１日目》６／５木 設営審査終了までくもり、強風。設営審査後雨、強風。炊事審査は屋内で実施。 

  13:30 開会式 

  14:00 諸テスト 

 15:30 設営・炊事審査 

  20:00 就寝 

《２日目》６／６金 終日雨。松手山へ向かう稜線は雨、

      強風、視界不良。 

  4:00 起床、撤収 

  5:40 幕営地発、車で平標山登山口駐車場へ 

 5:45 平標山登山口駐車場着 

  6:10 登山開始 

  7:20 鉄塔 

  8:00 松手山頂 荒天のため下山指示あり  

  9:40 平標山登山口駐車場着 

このあと浅貝公民館へ戻り館内で諸審査あり。サブ行動

時の持ち物審査。ロープワーク審査。炊事審査。天候不良

のためグランドでの幕営は中止となり設営審査は行われ

ず。館内の体育館で一夜を明かす。 

 《３日目》６／７土 起床時雨、８時頃に雨が上がり 

             曇り。 

  6:00 起床 

  8:00 班別講評 

  9:00 閉会式 

12:00 県央工着 

 

雨と風に悩まされた県総体でした。事前踏査を３回経て臨んだ大会だったため、登山行動が途中で打

ち切られてしまい選手にとってとても辛い大会になってしまいました。しかしながら選手たちは荒天に

もめげず大健闘をしてくれました。初日強風の中でのテント設営はフライとテントを上手に扱いながら

風にあおられることなく見事に設営をすることができました。離れたところから設営の様子を見ていま

したが、満点以上の点数をあげたくなるような安定感のある設営でした。読図は登山行動が早々と打ち

切られたためわずか３カ所の出題でしたが、３問とも正解することができました。全問正解できた学校

は全参加校中本校含めてわずか２校とのこと。風雨の中でもよく集中力を切らさず周囲に気を配りなが

ら歩くことができました。 
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実は選手の健闘を後押ししてくれたのがＯＢ諸氏の指導と応援です。４月の新入生入部以降たくさん

のＯＢの方々に活動を支援していただきました。新人歓迎登山（白山 4/26）、事前踏査（5/3,5/18,5/

31）、テント設営練習・パッキング練習（5/24）、平日夕方の激励等々ＯＢ諸氏の力によりチームを仕

上げてもらうことができました。指導、助言に来ていただいた斎藤会長をはじめ高橋晃浩さん、波塚崇

宏さん、高橋将汰さん、佐藤汰紀さん、高井裕也さん、土田将さん本当にありがとうございました。 

選手４名は次なる大会に向けて意欲十分です。１，２年生とともに夏を目指して選手・顧問一同日々

の活動に取り組んでいきます。今後もご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

箱根大会にむけてカンパのご協力を 
今年の全国大会は８月８日開会式で、神奈川県箱根山塊の金時山、三国山、神山で開催され、12 日に閉会

式の予定です。出場校は 男子：新潟県央工高 女子：新潟中央高校 です。 

今年も「全国大会カンパ」をお願いいたします。送金は同封の郵便振替用紙でお願いします。この用紙を

使うと手数料はかかりません。用紙の通信欄に激励や短信をお書きください。選手に紹介しています。皆さ

んの激励をお願いします。 

口座番号  ００６６０-３-６０６４   口座名儀 新潟県央工業高校山岳部ＯＢ会 

 

今年の山岳部 1 年生３人が入部 
新人３人の入部でスタートしました。２年１、３年４人の８人です。顧問：齋藤、平出、菊池、石川。 

 

（写真は新人歓迎登山の白山 斉藤会長も同行） 

 

 

激励が寄せられています（ＯＢ会ＨＰの掲示板より） 
【429】さらに研鑽せよ    

 斎藤 勲  - 14/6/9(月) 20:04 -   

 県総体「最優秀校」おめでとうございます。 

 今年は山岳部の山行に、1月の白山、2 月の姫の城、3月の巻 

 機山春山合宿、4月の白山と主に積雪期の山に同行させてもら

 った。 

 当時はまだ未熟さも見えた 3年生が最優秀チームになったこ 

とは、本人たちはもちろん、指導に当たられた顧問の先生方と若い OB 達の努力の賜物で敬意を表するもので 

あります。 

あと 2ヶ月もすると本番のインターハイを迎えます。県総体での自然観察の高得点は見事でした。更に長所 

は伸ばし、弱点を克服して 8 月の箱根のインターハイに臨んでもらいたい。 

近年の出場経験のある若い OB の皆さんも、自分たちの得たノウハウや知恵を今後もまた後輩たちに伝授して 

いって頂きたい。 

インターハイ出場は、これからの長い人生を思えば通過点でしかありません。 

さらに研鑽を積み、卒業後は困難な仕事や心ふるえる山々にも余裕を持って向き合えるよう、自分の為にも 

有意義な山岳部の活動を続けていって下さい。 

 

【428】県総体最優秀校おめでとう    

渡辺五郎 - 14/6/8(日) 11:01 -   

神奈川インターハイの出場権を獲得！ 

選手、監督そして支援された OB の方々ご苦労様でした。 

この夏がまた、楽しみになりました。 

工業 43 年卒（3 回生） 

 

【427】おめでとうございます    

猪熊 尚洋 - 14/6/8(日) 6:00 -                     斎藤会長からの祝花の石楠花 

26 回生の猪熊。いつもお世話になっております。 

県総体おつかれさまでした。また、その結果についてさっそくのご報告、ありがとうございます。 

部員の皆さんの頑張りはもとより、顧問の先生方や OB 諸氏など、多くの支えがあっての輝かしい成績と感じ

ており、私も陰ながらできることで応援させていただきたく思っております。 

今年も暑い熱い夏に向け、より一層の思いで取り組んでください。 
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【425】インハイ出場おめでとう    

吉田光二  - 14/6/7(土) 22:33 -   

現役の皆さん、最優秀校おめでとう。 

三工時代から通算で 26 回目のインターハイ出場です。 

斎藤会長を先頭に、若いＯＢがたくさん協力してくれたことが何よりも伝統の力です。 

これから暑さ対策、体力向上と大会準備が大変ですが、頑張ってください  

 

 

ＯＢ会ホームページをご覧ください 
寄稿、40 周年誌、お知らせなどを掲載。（新潟県央工業高校山岳部ＯＢ会で検索）掲示板にはたっぷ

りの山情報などがあります。掲示板は携帯からも書き込めますからご利用ください。掲示板のＩＤ、

ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞは紙版のライダース・イン・ザ・スカイをご覧ください。 

 

 

全国大会成績評価実施要領と三条工高から受け継いできた県央工高山岳部テーゼ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同窓会総会に集まろう  
今年の同窓会総会は 7月 11 日（金）18時 30 分からジオ・ワールドビ

ップで開催されます。 

会費は 5,000 円です。事前登録制で全席指定席です。 

 今年も現役が全国大会の出場権を獲得してくれました。総会の中で山

岳部のテーブルを作りませんか。 

 申し込みは私あてか、同窓会ＨＰもしくはＯＢ会ＨＰからメールでお

願いします。 

吉田は校内にある同窓会事務局の専従・事務局長をしています。 

新潟県央工業高校同窓会で検索して同窓会ＨＰもご覧ください。 

 

 

お知らせ 

平成 28 年度に県央工を学級減する県の計画があります。 

募集人員が減るということは、生徒会・ＰＴＡ・後援会などの財源が 

減るだけでなく、全校の生徒数が減ることで部活動の総体的な弱体化が想定されます。 

それを防ぐためにも県央工への受験者を増やさなければなりません。 

来年、受験生が家族にいるＯＢの皆さん、県央工を受験させてください。そして、山岳部に入部させ

てください。 

９月２７日（土）に本校を会場に「工業教育フェスタ」が開催されます。（１０時から１５時まで） 

工業高校をＰＲするチャンスです。 

受験生がいなくても、ぜひ遊びにお出でください。それも力になります。 

 

 

（今号作成担当：吉田光二） 

登山大会成績評価実施要領（抜粋） 

登山大会は、正しい高校生登山の在り方を求め、その着実な展開と研究を主目的として安全登山を推 

進するためのものである。単に優勝を競い順位を争うものでなく、大会の主旨を尊重し、登山の基礎 

的な技術・態度を着実に実践できることを主眼として行うものである。 

 

県央工高山岳部テーゼ 

・四季を通じて健全な登山（精神・技術を含めて）を教えること。 

・その登山は、社会人になって登山のリーダーとなり得ること。 

・大会はその励みと実力テストである。  
 


